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公害資料館における
協働の⼒

みずしま財団 林美帆



https://www.mizushima-f.or.jp/

公害資料館ネットワークの中⼼にあるもの
•公害資料館（「展⽰」「アーカイブ」「フィールドミュージアム」のいずれか）
•公害資料館はそれそれ⽴場が違う（公⽴・⺠間・⼤学など）
•公害を知らない世代が運営を担う

異なる背景、⽴場、⼿法を持つ⼈たちがネットワークを作る

• 公害被害者が持つ協働（公害地域再⽣）への思い
• 「学び」が中⼼のネットワーク

実現させた要素
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あおぞら財団の役割
• 1994年 環境基本計画→「参加」
•公害博物館（仮称）案（1998）→参加・パートナーシップ

実際には、被害者団体関係の調査にとどまる
• 2004年 元⼤阪市役所職員（公害規制）ヒアリング・・・
• 2008年 展⽰パネル「公害・みんなで⼒を合わせて」
• 2009年ー2011年 公害地域の今を伝えるスタディツアー（地球環境基⾦事業）
• 2009年〜 「記録で⾒る⼤気汚染と裁判」webサイト（環境再⽣保全機構）

国連ESD（Education for Sustainable Development・「持続可能な開発のための教育」）の10年
（2005−2014）の活動と合致

異なる⽴場の⼈たちに「教えてほしい」「学びのために語ってほしい」と依頼
⾨⼾を開いて語りを聞く
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公害資料館ネットワークの設⽴と活動
• 2013年 環境省協働取組事業（環境教育促進法）
→「公害資料館の連携−教育・地域再⽣の経験交流−」
2013年12⽉7⽇ 公害資料館ネットワーク 結成

•仲間として話し合うための⼟台
フォーラム（年１回）、フィードワーク、研究会、報告書

•共同作業を通じての成果
協働ビジョン（2016）共通展⽰パネル（2018）

＜協働ビジョン＞
各地で実践されてきた「公害を伝える」取り組みを公害資料館ネットワーク内で共有して、
多様な主体と連携・協働しながら、ともに⼆度と公害を起こさない未来を築く知恵を全国、
そして世界に発信する。
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公害資料館ネットワークと学び
•公害が知らない世代が伝える側に →学びが必要
•共に学び、分かち合う場としてのフォーラム
→「楽しさ」「信頼」を⽣み出す
新しいものを⽣み出す
他分野との対話（2021⻑崎「環境と平和のかさなり」）

•これから、新しい公害資料館が建設されていく
2020年6⽉ 宮崎⼤学⼟呂久歴史⺠俗資料室
倉敷 ⽔島にも公害資料館を作る動き
→「フォーラムとしてのミュージアム」の実現に向けて⽀援


